
第146 号 広報 ほ う じ ょ う 昭和60年12月 n
」 

町の人 口 

（昭和60年10月31日） 

前月比較 

3, 998 (- 4 ) 

4, 398 ( + 2 ) 

8, 386 (- 2 ) 

世帯数 2. 740(+1 ) 

男

女

計

 

ロ
反
 

第
一
一
十
五
回
 

子
ど
も
会
駅
伝
大
会
 

雨
の
中
で
が
ん
ば
る
 

方
城
町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
（
 

奈
木
野
克
富
会
長
）
で
は
、
第
二
十
五
 

回
子
ど
も
会
駅
伝
大
会
を
、
十
一
月
一
一
 

十
四
日
開
催
し
ま
し
た
。
 

パ
ラ
パ
ラ
と
小
雨
の
降
る
中
で
、
東
 

区
生
活
館
前
に
集
合
し
た
選
手
た
ち
は
 

花
火
を
合
図
に
、
午
前
十
時
四
十
五
分
 

元
気
い
っ
ぱ
い
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ー
カ
月
前
頃
か
ら
、
週
末
に
は
 

天
候
が
く
ず
れ
気
味
で
し
た
が
、
当
日
 

も
小
雨
模
様
で
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
 

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
か
っ
た
の
で
、
ス
タ
 

元気でスター トした選手たち 
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ー
ト
位
置
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

参
加
子
ど
も
会
支
部
は
十
九
支
部
で
 

町
内
十
一
区
間
、
十
二
・
九
五
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
を
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
熱
戦
が
 

展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
久
六
子
ど
も
会
 

支
部
が
圧
倒
的
強
さ
を
発
揮
、
第
七
区
 

か
ら
一
位
を
キ
ー
プ
、
そ
の
ま
、
二
位
 

の
新
内
子
ど
も
会
支
部
に
、
 
一
秒
〇
四
 

の
差
を
つ
け
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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じ
 

十
一
月
九
日
、
十
日
両
日
に
お
い
て
 

第
十
五
回
方
城
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

会
場
は
、
教
育
委
員
会
ロ
ビ
ー
、
一
一
 

階
の
各
部
屋
、
町
民
体
育
館
、
福
祉
会
 

館
、
武
道
館
で
す
。
 

毎
年
出
品
作
品
も
増
加
し
、
私
達
の
 

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
今
年
 

も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
 

展
示
物
に
思
わ
ず
「
す
ご
い
」
 
と
つ
ぶ
 

や
く
人
が
、
と
き
お
り
見
か
け
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

ま
た
催
し
物
は
、
民
謡
、
ジ
ャ
ズ
ダ
 

ン
ス
、
舞
踊
、
謡
曲
、
中
学
生
の
ブ
ラ
 

ス
バ
ン
ド
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
 

搾
与
脊
灘
夢
（
鷲
 
海
然
m
難” 

特
に
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
昨
 

年
よ
り
出
場
者
が
多
く
、
年
令
層
の
幅
 

も
広
く
、
色
と
り
ど
り
の
レ
オ
タ
ー
ド
 

姿
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
 

踊
り
に
、
観
客
も
圧
倒
さ
れ
が
ち
で
し
 

た。 今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
町
民
グ
ラ
 

ン
ド
横
の
武
道
館
で
「
伝
承
遊
具
造
り
 

」
を
行
い
ま
し
た
。
 

竹
馬
、
竹
ト
ン
ボ
、
水
鉄
砲
、
竹
鉄
 

砲
、
お
て
だ
ま
、
紙
折
染
、
ぞ
う
り
、
 

な
ど
の
製
作
方
法
を
長
寿
会
、
婦
人
会
 

等
の
協
力
で
、
弁
城
小
学
校
、
伊
方
小
 

学
校
児
童
約
二
百
人
に
伝
授
、
竹
馬
に
 

乗
り
、
あ
る
い
は
竹
ト
ン
ボ
造
り
に
目
 

を
輝
や
か
せ
る
子
ど
も
達
 

」 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
社
会
教
育
委
 

員
（
岡
本
繁
穂
会
長
 
十
六
名
）
会
の
 

小
委
員
会
の
中
で
、
高
令
者
の
生
き
が
 

い
促
進
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
話
合
っ
 

た
結
果
、
遊
具
造
り
を
通
し
て
世
代
間
 

交
遊
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
計
画
し
 

ま
し
た
。
長
寿
会
の
会
員
の
中
か
ら
自
 

分
の
得
意
の
部
門
（
遊
具
造
り
）
に
つ
 

い
て
現
在
一
十
一
名
登
録
を
し
て
お
り
 

ま
す
。
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タ
イ
サ
ン
ボ
ク
を
植
樹
 

身
障
者
福
祉
会
 

秋
晴
れ
の
十
一
月
三
日
、
方
城
町
身
 

障
者
福
祉
会
（
山
崎
菊
一
会
長
、
会
員
 

百
人
）
は
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
横
の
歩
道
 

道
路
沿
い
に
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
と
桜
の
 

木
五
十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

中
島
町
長
は
「
身
障
者
福
祉
の
会
の
 

皆
さ
ん
の
好
意
を
大
切
に
し
て
緑
豊
か
 

な
町
に
し
た
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

ま
た
山
崎
会
長
は
「
体
に
ハ
ン
デ
ィ
 

ー
が
あ
る
と
い
っ
て
甘
え
て
は
い
け
な
 

い
、
自
分
達
で
出
来
る
こ
と
は
積
極
的
 

に
や
っ
て
い
き
た
い
、
町
が
進
め
て
い
 

植樹する会員の皆さん 

る
緑
化
推
進
事
業
に
役
に
 

立
つ
よ
う
と
植
樹
を
思
い
 

た
っ
た
」
 
と
語
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
約
三
〇
人
の
会
 

員
は
、
力
を
合
わ
せ
五
〇
 

本
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
 

今
後
木
が
大
き
く
成
長
 

す
れ
ば
、
真
夏
に
は
日
陰
 

が
出
来
る
の
で
、
町
民
グ
 

ラ
ン
ド
で
の
各
種
催
し
時
 

な
ど
、
絶
好
の
観
覧
席
と
 

な
る
事
で
し
ょ
う
。
 

新

年

金

制

度

の

し

く

み

 

⑨
年
金
改
正
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

●
国
民
年
金
は
共
通
の
基
礎
年
金
 

●
す
べ
て
の
婦
人
に
年
金
権
 

●
二
〇
歳
前
の
障
害
者
に
も
障
害
基
 

礎
年
金
 

●
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
っ
た
 

年
金
と
保
険
料
 

⑥
国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

の
奥
様
も
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
年
金
 

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●
第
一
号
被
保
険
者
 

二
〇
歳
、
六
〇
 

歳
未
満
の
自
営
業
等
の
人
と
そ
の
家
族
 

●
第
二
号
被
保
険
者
 
O
L

、
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
等
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
 

●
第
三
号
被
保
険
者
 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
〇
歳
、
六
〇
歳
 

未
満
の
奥
様
 

●
次
の
人
は
希
望
加
入
で
き
ま
す
u

第
 

一
号
被
保
険
者
 

方
城
町
民
生
児
童
委
員
会
 

全

国

表

彰

さ

れ

る

 

方
城
町
民
生
児
童
委
員
会
（
富
永
総
 

受彰した民生児童委員会のメンバー 
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他
の
制
度
か
ら
老
令
、
退
職
年
金
 

を
受
け
て
い
る
人
（
六
〇
歳
未
満
）
 

②
 

大
学
生
な
ど
（
二
〇
歳
、
六
〇
歳
 

未
満
）
 

⑧
 

外
国
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
（
一
一
 

〇
歳
、
六
五
歳
未
満
）
 

六
〇
歳
、
六
五
歳
未
満
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
は
届
け
出
 

が
必
要
で
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
の
国
民
年
金
 

保
険
料
は
、
ご
主
人
の
職
場
の
年
金
制
 

度
か
ら
負
担
さ
れ
る
た
め
、
納
め
る
必
 

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
被
保
 

務
ほ
か
十
四
名
）
は
、
十
月
八
・
九
日
 

秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
民
生
委
員
 

大
会
で
、
優
良
民
生
委
員
会
と
し
て
表
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
、
県
内
よ
り
ー
カ
所
で
 

民
協
の
開
催
、
運
営
状
況
が
優
れ
て
い
 

て
、
地
域
福
祉
活
動
の
実
績
及
び
世
帯
 

ス
 

ン
 

ダ
 

ズ
 

ン ヤ 伝承遊具造り（ぞうり、あしなか） 

更
生
資
金
の
運
営
状
況
が
優
れ
、
そ
の
 

他
民
間
福
祉
活
動
の
協
力
等
が
活
発
に
 

行
わ
れ
て
い
る
委
員
会
に
贈
ら
れ
る
も
 

の
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
大
会
で
富
永
総
務
は
、
 

第
五
研
究
部
会
の
福
岡
県
代
表
と
し
て
 

「
方
城
町
に
お
け
る
世
帯
更
生
資
金
の
 

活
動
状
況
」
と
題
し
て
事
例
を
発
表
し
 

ま
し
た
。
 

今
回
の
表
彰
を
契
期
と
し
て
、
今
後
 

増
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

一 

二112
メ
て
こ
足
重
刃
豊
芸
彰
を
受
け
る
ー
 

方

城

町

分

会

 

「
昭
和
六
〇
年
福
岡
県
社
会
福
祉
大
 

会
」
が
九
月
二
十
七
日
、
福
岡
市
電
気
 

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
の
中
で
方
城
町
分
会
が
、
昭
和
 

六
〇
年
共
同
募
金
運
動
功
労
表
彰
を
受
 

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
 

共
同
募
金
運
動
推
進
に
対
し
て
の
功
績
 

険
者
を
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
 

第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
 

続
き
は
、
 

m
 

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
 

人
 

「
現
況
届
書
」
が
十
月
末
に
送
ら
れ
 

て
き
ま
す
。
こ
の
届
書
に
、
扶
養
な
ど
 

の
証
明
を
ご
主
人
の
勤
め
先
か
ら
受
け
 

る
か
、
ま
た
は
、
証
明
の
代
わ
り
に
健
 

康
保
険
証
と
ご
主
人
の
年
金
手
帳
を
添
 

え
て
来
年
一
月
末
ま
で
に
役
場
の
国
民
 

年
金
係
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

功
労
に
対
し
て
お
く
ら
れ
る
も
の
で
す
 

が
、
こ
の
表
彰
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
共
 

同
募
金
運
動
に
関
す
る
絶
大
な
る
ご
協
 

力
と
、
ご
理
解
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
 

も
共
同
募
金
に
関
し
ま
し
て
、
皆
さ
ん
 

の
暖
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

②
 

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
 

い
人
 

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
、
 

役
場
の
国
民
年
金
係
へ
届
け
出
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
け
に
つ
い
て
は
、
 

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

こ
の
届
出
が
な
い
場
合
に
は
、
引
き
 

続
き
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
 

り
、
将
来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
 

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
 

役
場
の
国
民
年
金
係
、
ま
た
は
社
会
保
 

険
事
務
所
へ
。
 


